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論　文　審　査　の　結　果　の　要　旨
水道は先進国においては欠かせない社会基盤施設として長い歴史と高い普及率を有しており，
老朽化した施設を適切／に維持管理しながら高い倍額性をもって運営していく必要がある．また発
展途上国では都市整備が進む中で盛んに建設や拡張が行われている．国の状況はさまざまであっ
ても水道施設整備と運用には大きな投資が必要であり，効率的なマネジメントが求められる．本
論文は水道システムの中心である配水システムを高い倍額性を持ったシステムとするための，設
計，＿運転手法に関して検討したものである．
配水ネットワークの設計において，各配水節点において必要な水圧を満たしながら費用が最小
になるような管路の組み合わせを求める最適問題に，リニアプログラミングおよび遺伝的アルゴ
リズムを適用する方法を提案してい草．さらに複雑な概念を用いなくても簡単に費用最小になる
管路の組み合わせを決定できるＯｎｅｂｙｏｎｅｒｅｄｕｃｔｉｏｎｍｅｔｈｏｄと名付けた独自の手法も提案し，
その有効性を検証している．つぎにポンプと配水タンクをネットワークの中に含む配水システム
において，建設，維持管理費用を最小化するようなポンプの選択と稼働時間，配水タンクの高さ，
ネットワーク構成管路径の最適な組み合わせを求める問題に遺伝的アルゴリズムを適用する手法
を開発した．さらに配水ネットワークの信板性と費用の双方を考慮して，多目的最適化を行う手
法を提案し，信頼性の高い配水システムを少ない費用で設計できるようにした．
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配水システムの運用においては，ポンプ，配水夕一ンクを含む配水システムにおいて，昼間に増
加する水需要の時間変動と，電気料金の夜間割引を考摩して，需要水量，水圧を満たしつつ要用
を最小化するようなポンプの稼働方法を，遺伝的アルゴリズムを用いて求める手法を開発してい
る．
このように本研究では配水システムの最適化問題を各種の実務的要請に応えることができるよ
うに，樹枝状管路デザイン，ループ状管路デザイン，配水タンクとポンプの選定と稼働，信頼性
と費用を考慮したデザイン，ポンプ適用の費用最小化の5つの観点で，最適化を行う手法を開発
している．とくに可能な限りシンプルなモデル化と計算時間を短縮することで，実用的な使いや
すさを追求している．
以上の結果より，本論文は水道工学において学術的，実務的に有益な情報を提供するものと考
えられ，博士（工学）の学位論文に値すると判定する．
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